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　　　　　　　　緒　　　　　言

　コンピュータ制御温室における球根切花栽培の成否

は，温室環境と肥培管理技術の定量化の良し悪しによっ

て決定される．そこでプログラミンゲというソフトウェ

アが重要な問題点となる．第1報に報告したとおり筆者
1）

らはアイリスの環境管理，作業手順をプログラム化し

て，コンピュータに記憶させ，800m2のコンピュータ

制御温室で栽培を試みた．プログラム白体が適正であっ

たことから栽培は初期の目的を達し，その間コンピュー

タ制御システムの威力を遺憾なく発揮した．

　コンピュータ制御温室のプログラムは，生育生理に適

した，より精度の高いものへと年々更新していかねばな

らない．そのためには微細な生育温度差で変化を生ずる

球限檀物にとって，栽培温度が，生育，品質に与える影

響を明らかにしていく必要がある．本報はその目的を果

すため，暖房加温期間のチューリップについて栽培位置

による微細温度差の影響を調査した結栗である．

　　　　　　　　材料および方法

　島根県産チューリヅプ（Cassm1）の球周11cm球を

用い，1975年8月29日から21日間15oCで予傭冷蔵し，

9月19日から68日間4oCで本冷蔵を行なった．11月26

日この球根9万球をコンピュータ制御温室に植付け，以

後コンピュータに格納した設定値第1表に基づき自動制

※　附属農場

御を行なった．設定値は，生育期問分割と時間分割の組

合せによる窓開閉および暖房制御とした．暖房は頭上放

射式のユニットヒーターを用い，温湯を温風に強制熱交

換させる方式をとった．ユニットヒーターは5In間隔

の高さ3mに設置し，屋根にそって均等に送風できる

ようにした．ユニットヒーターから吹き出す風速は，ユ

ニットヒーターの位置とヒーターとヒーターの中問2．5

m，さらにその中間1．25mの位置それぞれ60箇所を熱

線風速計で測定した．5m間隔のユニットヒーターと東

西とうによって温度むらの生ずることに着目し，調査区

としてユニットヒーターの真下からヒーターとヒーター

の中間点2．5mの間6うねに，同一条件で生産された

球根3，300球を植付けた．温度測定のため，この区画内

にYODAC－R50の測温体30個を地上20cmの高さで

等間隔に設置した．生育調査は出芽後毎週行ない，採花

時に草丈，第1葉長と葉幅，花こう長，花長を測定し

た．

　　　　　　　　実　験　結　果

　1）温室内の風速と温度分布

　5m間隔，高さ3mの位置に設置したユニットヒー

ターから吹き出す風速を測定した温室内風速分布図は第

1図のとおりであった．地上50cm以下のヂューリッ

プが生育する区域の風速は，ユニットヒーターの位置で

は秒速O．5～1．Omの場所もあったが，1．25m，2．5m

の位置では秒速O．3m以下であった．

　温室暖房はコンピュータの指令により，温湯パイプの
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Fig. 1. Velocity distribution of the wind in the 

greenhouse heated with unit heater under 
computer control system 
* C. R. : crane rail 
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にも同様な傾向の区間伸長差を生じた．しかし第4期は

到花日数が長いほど伸長量が多かった．このため最終伸

長量にほとんど差が無く，各到花日数区間の品質差は生

じなかった（第7図）．草丈，花らいの先端までの高

さ，花長，花こう長，第1葉の葉長，葉幅について到花

日数との相関値は，それぞれ一〇．370，O．662，O．755，

O．914，O．073，一〇．016であり，草丈と第1葉の葉長，

葉幅については相関がなかった．しかし花らいの先端ま

での高さと花長については少なからず椙関を示し，花こ

う長については高い相関を示した．

　　　　　　　　考　　　　　察

　いままで球根花き切花の生育適温を研究するため，フ

ァイトトロンなどを用い，区閻生育温度差5◎C位で実

験が行なわれてきた．しかし筆者らが実証したcとく，

コンピュータ制御により計画どおり切花を行なえるソフ

トウェアを保持している現状で，目指すものはさらに精

細なプログラムヘの更新が目標である．そのためには大

型温室内に生ずる栽植位置による温度条件とチューリッ

プの生育との関係を解析することによって，その端緒は

開かれてくる．

　5m間隔，高さ3mの位置から吹き降ろされる温風は

温室内のそれぞれの位置に異なった影響を与える．到花

日数はユニットヒーターの温風が直接加わるところほど

短く，そこから外部に波及しているが，温室の中央通路

より南側と北側とでは平均採花日で約2日間の差が生じ

ている．この原因は温風を送風している時には南北対称

の温度分布となるが，暖房停止時にはこれが外乱によっ

てかく乱されてくるためである．北側ぽ北西風の多い寒

風によって冷却が早まり，反対に日射のある日には南側

が一日の中で北側より高温になり易い．この結果が南北

で2日間程度の生育差を起こす原因となってきたと思わ

れる．この結果温室内にても到花日数の最も短かかった

のが51日，最も長かったのが66日となったものである．

しかし到花日数の長短が草丈に差を生じさせなかったの

は，植付から採花日まで1時間Cとに測温した平均温度

の極差が51日到花と65日到花で1．6．Cの差しかなく，

他の14区はこの間に散在しており，草姿まで大きく変え

る温度条件でなかったためと考えられる．しかし球根檀

物はわずかの温度差が，その生育速度に大きな影響を与

えることはこの結果からしてもよく理解でき，精度の高

いプログラムを追求するにはこの程度の差を検討の上活

用することが必要と思われる．生育期間を4期区分し，

それぞれの到花日数区の生育を解析してみると，第1期

の2週間はチューリップの発根伸長を促がすように室温

（地上3m）を平均値1ゴC程度にプログラムを作成し

ているため，暖房指令の発せられる回数も少なく，各区

間差は生じてきていない．しかし第2期には栽培温度の

設定値が高く，暖房回数が高まり温度差が起こり易く，

区問差が生じてきている．第3期はチューリップ白体の

生長が著しい時期であり，強健な株とするため第2期よ

り設定値を下げているが，寒気の激しい時期のため，暖

房回数も多く，その結果区間差を生じ，2期，3期とも

に温度の高い位置のチューリップほど伸長量が勝ってい

た．最終段階に入った第4期は，到花日までの違いか

ら，それまで伸長量の少なかったものほど伸長量が多

く，その結果総伸長量としてはほとんど変わらなくなっ

た．この時期に栽培温度の設定が高ければ，徒長的な生

育を遂げたであろうが，平均12◎C前後で制御された結

果，草姿の整った生育を示し，最終草丈に区問差を生じ

なかったもので，そのことは総括的にプログラム自体が

適切であったことを示唆するものである。

　到花日数と品質の面で，区問に花らいの先端までの高

さと花長に少なからず相関を示し，花こう長に高い相関

を示したのに草丈に相関が生じなかったのは，花らいの

先端までの高さが止葉の先端までに納まっていたためで

ある．このことは切花の草姿として，最も好ましいこと

であり市場商品性に区間差を生じさせなかった原因でも

ある．
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　このような結果から現在組んでいる積算値170ぴC，

到花日数58～60日を目標としたプログラムを生育時期に

応じた積算温度の配分によって，草姿の整った商品に仕

上げることができるものと考えられる．

　　　　　　　　摘　　　　　要

1．11月下旬植付，1月採花の促成ヂューリップの温室

　　環境条件をコンピュータに記慮させて栽培を行なっ

　　た．

2．頭上放射式暖房によりチューリップは栽植位置によ

　　って到花日数に差が有り，最も早いものが51日，最

　　も遅いものが66日を要した．しかしながらこの区間

　　の平均温度の極差は1．6oCであった．

3．到花日数の長短にかかわらず，チューリップの品質

　　には差を生じなかった．

4．この時期の促成チューリップ（Cassini）のプログ

　　ラムは，積算値70ぴC，到花日数58～60日を目標

　　とすることが好適である．

　　　　　　　　引　用　文　献

1．吉野蕃人・青木宣明・沢田　謙・井上威久雄：島根

　　大農研報10：5～8．1976．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S胆mm趾y

　TuI1p　cv‘Cass1n1’were　forced．md．er　computer　contro1system　The　te血perature　was

contro11ed．usmg　o∀erhead．umt　heater，and．1t　showed－smau　d1fference　w1thm16oC　at

a∀erage　from　pomt　to　pomt1n　the　system　Consequent1y，the　numher　of　days　fro血

p1ant1ng　to　f1owermg　changed　from51to66

　In　sp1te　of　these　d1fferences　m　growth　durat1on，f1owers　were　a1most　equa1m　qua11ty

　For　the　prod．uct1on　of　des1rab1e　f1owers　m　qua11ty，1t　seemed．that，58or60d－ays　of

growth　penod　duτ1ng　wh1ch　the　sum　of　temperature　reached．to　about700◎C　were

neCeSSary．


